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鉄道建設のＤＸを着実に推進 

～「建設ＤＸビジョンロードマップ」２年目の取組成果を公表します～ 

■令和７年度の実績

令和７年度は、ICT 土工の施工管理方法の検討、BIM/CIM

を活用した高架橋の設計手法の検討、トンネル工事における

AI を用いた切羽評価手法や３次元データを活用した出来形

管理手法の検討など、ロードマップに沿った技術開発と制度

検討等を進めました。また、鉄道事業者や国土交通省、建設

関連団体との意見交換を通じ、現場ニーズを踏まえた実効性

の高い DX 施策の検討を行い、技術開発の成果を蓄積・公表

する仕組みづくりを進めました。 

■令和８年度の取組予定

令和８年度は、これまでの成果をさらに発展させ、BIM/CIM

の系統間連携やデータ一元管理の検討深度化、ICT土工・ICT

トンネルの現場試験・検討、ICTによるコンクリート施工品質の検討などを推進し、鉄道建設現場の

高度化・効率化・省人化をより一層進めてまいります。 

なお、取組みの推進にあたっては、実施した関連技術の開発状況や国土交通省の動向などの調査

の結果を踏まえ、取組の方向性や時期などを再検討し、ロードマップの見直しを行っています。 

（注 1）鉄道・運輸機構リリース 「建設 DXビジョンのロードマップを策定しました」 

https://www.jrtt.go.jp/corporate/public_relations/pdf/dxbijon-roadmap-sakutei_R60430-2.pdf 

（注 2）鉄道・運輸機構 建設 DXビジョンホームページ 

https://www.jrtt.go.jp/construction/technology/dx.html

＜本件に関するお問合せ先＞ 

建設企画部 技術企画・安全推進課 TEL 045-222-9063 

鉄道技術センター 企画部 企画課 TEL 03-5403-8716 

鉄道・運輸機構は、鉄道建設工事における生産性向上や環境配慮等を推進するため、2024

年４月に策定した「建設ＤＸビジョンロードマップ」（注 1，注 2）に基づき、鉄道建設の現場を活用した技

術開発や施工効率化の検討を推進しています。 

今後もこの取組を継続して、鉄道建設現場の効率化・高度化等を発展させていきます。 

https://www.jrtt.go.jp/corporate/public_relations/pdf/dxbijon-roadmap-sakutei_R60430-2.pdf
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https://www.jrtt.go.jp/construction/technology/RaTIP.html




https://www.au.com/mobile/area/map/







































